
イネ ミズゾウムシの被害 と防除対策

( 農試 環 境部)

1  背 景とねらい

本県におけるイネ ミズゾウムシの発生は,昭 和5 7年水沢市で初発生が確認されて以

来,年 々分布を拡大 し,昭 和5 2年には,ほ ぼ県下全域に分布を拡大 した。そこで,本 県

における発生様相及び被著状況,防 除対策を明らかにし,防 除指導の参考に供する。

2  技 術内容

( 1 )イネミズゾウムシの成虫は葉を,幼 虫は根を食苦 し,幼 虫の加書が激 しい。本虫に

よる被害は,水 稲の初期生育 .特 に,分 けつ抑制が主で,憩 数及び籾数の減少を招

き.減 収となる。しかし・水稲の補償作用が働くので発生密度が低い場合は減収に至

らない.放 飼試験では,株 当り成虫密度0。6顕 /株 で 5 % ,  1 頭 /株 で 9 %減 収 した

(図 1)

( 2 ) 水稲移植後の初期生育を促進することにより被著を軽減できるが,発 生の多い団場

では業刑による防除が必要である.前 年多発生地では,粒 剤の育苗箱施用あるいは粒

刑の水面施用を実施する.当 年多発した場合は,粒 刺の水面施用による防除を実施す

る (表 1 )。 ただし,前 年まで少発生に経過 したところでは,防 除が不要である.
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t 3 ) 成虫の発生時期は日平均気温の 1 0 ℃以上有効撤算温度から予測でき. 成 虫の本田侵

人始〕明は約 8 0 日度 , 侵 入盛期 1 7 0 日度 ・最高密度到達 l U 1  2 4 0 日度 の時期である ( 表

2 ) .
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* 侵 入舛,期5日 後～侵人続畑を、水面施丹jによる防除適期とする

指導上の留意事項

〔1 )成 虫の発生時l l J l ( 防除適期)は ,病 苦虫発生予察情報を参考にする他 2～ 3日 おき

に常発地を巡臣1して発生時期を把握 じ.防 除適期を失 しないよう注意する.

( 2 )繁刑の施用にあたっては・薬常 .飛 撒等によるカイコヘの事故がないよう十分注意

４

　

５

する。
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試験成績の概要
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